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AEBS[交差点]の責任点について

AEBS［交差点］の責任点の導入については、2023年度第3回自動車アセスメント評価検討会において、

2020～2022年の普及率から将来普及率を推測し、当該装置の普及率が6割となる2026年までをリードタイムとして、

2027年から責任点（レベル4以上）を導入することで承認頂いていた。

経緯

＜2023年度第3回検討会資料1-2抜粋＞
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AEBS[交差点]の責任点見直し

2020～2023年の普及率から将来普及率を推測すると、当該装置の普及が当初の推測よりも早く進んでいることが分かった。

そこで、当初の予定を1年前倒しして、導入から2025年までの2年間を装置の搭載有無相当を責任点とし、2026年から他の

評価項目と同様に「レベル４以上」を責任点とする。

見直し（案）

【出典】JAMA殿作成資料

乗用車メーカー8社のAEBS［交差点］（交差点1・2）装着率
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